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3 学期へ続く

(総合的な学習の時間）
スキル科

見応えある図鑑ができました 大切なことにも気が付きました

今回の飼育で悔しかったことを明記

実感のこもった内容

「こんな工夫をしました！」

校内ポスター

木の実の置き物と
木のフレーム

樹の会の方に木の場所を聞きながら

パンフレット どんぐり迷路

校外ポスター
（郵便局）

注意喚起ポスター
気を付けてほしい場所に掲示

綺麗を保てるよう
願いをこめて

植物札

植物かるた：樹の会ホームページを参考に作成

校内で大好評の
ガイドブック

４年  ヤママユガを育てよう

3 学期へ続く４年  西緑地のためにできること

 １学期に外飼育に切り替えた幼虫たちは残念な結果
になってしまいました。何故だろうと疑問に思った子ど
もたちは、毎年卵を購入している安曇野市天蚕振興会
の田口会長にオンラインインタビューを行いました。来
年の４年生に受け継ぐた
めに、ヤママユガのこと
や、飼育のこつなどを積
極的に聞いていたのが印
象的でした。

10 10
（金）

2 学期は選択制で
ヤママユガと西緑地に
分かれました

飼育のプロに
聞く

田口 忠志さん
ゲストティーチャー

安曇野市天蚕振興会会長
安曇野市天蚕センター長

 ヤママユガの羽化した後のマユを使って、糸紡ぎをし
ました。事前に精錬したふわふわの状態のマユを観察。
そして桑原さんによる糸紡ぎの実演では、木のコマで一
つのまゆを紡いだ長さを見て感嘆！そしてふわふわのマ
ユを自分たちの足と手を
使ってよりをかけて、意
外な方法で出来上がった
ヤママユガの糸に驚く子
どもたちでした。

桑原 紀子さん
11 21
（金）

ゲストティーチャー

糸紡ぎの達人

 保護者会前に保護者有志の方にお手伝いいただき、
学年全員で手織体験をしました。ヤママユガグループが
紡いだ糸を使い、自分で
織り上げた織物に嬉しそ
うな子どもたち。ヤママ
ユガの飼育を通して、生
命の神秘さを知りました。 
 この興味深い生態であるヤママユガを鶴二小の伝統
としてつなげるため、自分たちができることを考えて、
活動をしました。まずは、図書館で全学年向けに成長
の記録図鑑を公開。そして３年生には、ヤママユガの
生態（クイズ付き！）、飼育方法、命の大切さを発表し
たり、ヤママユガかるたをプレゼントして遊んでもらっ
たりしました。また、昨年度その楽しさを教えてくれた
５年生へ、お礼の気持ちをこめて発表を行いました。
 卵から育て、その生育に真剣に向き合ってきたからこ
そ湧いた愛おしさ。そして、ただ楽しかっただけではな
く、その気付きを広めることができました。

紡いだ糸で手織をする

梅川 佳華さん、桑原 紀子さん
12 1
（月）

ゲストティーチャー

 １学期に西緑地についてのさまざまなお話を聞いた子
どもたちは、夏休みも含めて西緑地を積極的に訪れてそ
の魅力を確認したり、自
分に何ができるかを考え
ました。そして、樹の会
の方や他学年の先生から
企画書にアドバイスをも
らいました。その内容は校内外へ西緑地の魅力発信ポ
スター、西緑地内の注意喚起ポスター、植物かるた、
緑地の木の実でおもちゃ、植物札などたくさんです！企
画のGOサインが出てからも、必要な情報を集めるべく
足繁く西緑地に通いました。そうして出来上がったもの

は、樹の会の方から高い
評価を受け、それぞれの
目的に添った場所に掲示
されました。また、その
中には、樹の会で出展す

る町田市主催の「まちカフェ」へ共同出展されたもの
もありました。その中で、自分たちが行ったことの効果
を確認できるように、ポスターを見ていただいた感触を
インタビューしたり、まちカフェでは来場者のカウントに
どんぐりを使っていただくよう提案したりとさまざまな工
夫も行いました。
 今回の活動を通して、大人のアドバイスを聞きながら、
実現まで何度も「こうした方がよいかな」と振り返って
は修正する子どもたちの姿がとても印象的でした。また、
地域の良さを知るだけではなく、それを発信することで
子どもたちの創造力が鍛えられる活動となりました。
 なお、西緑地内向けのものは現在も掲示中ですので、
散策しがてら見付けていただけると幸いです。
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マユから糸を
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ぐ




